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ヘロデはイエスさまに会ったことはありませんでしたが、長い間このお
方に会ってその驚くべき力を見てみたいと望んでいました。このお方が彼
の前に連れてこられたとき、暴徒たちは殺到（さっとう）して押し合い、
ある者が何かを叫ぶと、またべつの者は違うことを叫んでいました。ヘロ
デは静粛（せいしゅく）にするように命じました。囚人に質問したいと思っ
たからです。

彼はキリストの青ざめたお顔を好奇心とあわれみをもって見ました。彼
はそこに深い知恵と純潔のしるしを見ました。ピラトがそうだったように、
彼はユダヤ人が救い主を訴えた原因は悪意と嫉妬（しっと）だけだと確信
しました。

ヘロデはキリストに自分の前でそのすばらしい奇跡のうちの一つを行う
ようにせきたてました。彼はキリス
トがもしそうするなら、釈放する
と約束しました。彼の指示によっ
て、不具者や奇形者が連れてこら
れ、イエスさまに彼らをいやすよ
うに命じました。しかし救い主は
見ても聞いてもいない人のように
ヘロデの前に立っておられました。

神のみ子はご自身の上に人の性
質を取っておられました。このお
方は人が同様の状況でしなければ
ならないことをしなければなりま
せん。ですから、このお方は好奇
心を満足させるために、あるいは
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